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	・ 委託される研究内容がまとまりましたら「研究委託申込書」（別紙1【P.18】）を教育職員へご提出下さい。
	③契約内容の打ち合わせ（委託者・研究協力Ｇ）
	・ 「研究委託申込書」の受領後、契約内容について打ち合わせをさせていただきます。
	（契約担当窓口：研究支援部 研究協力グループ）
	・ 本学では受託研究契約の標準フォーム「受託研究契約書」（別紙16【P.37,38】）があり、この内容に沿って打ち合わせをさせていただいております。
	④研究推進・産学連携委員会による審議（学内）
	・ 研究内容および契約内容につきまして、学内組織(研究推進・産学連携委員会)で審議させていただきます。
	※早急に研究を開始する必要がある場合は、その旨、研究協力グループまでご相談ください。
	⑤学長決裁（学内）
	・ 研究推進・産学連携委員会承認後、学長決裁を経て正式に研究委託をお受けすることとなります。
	⑥契約の締結（研究協力Ｇ）
	・ 受入決定後、受託研究契約を締結させていただきます。
	・ 経理・調達グループで予算コード及び予算額が登録され、担当教員へ通知されます。（研究費の消費が可能となります）
	・ 契約した研究開始時期から研究をスタートいたします。
	⑦請求書の発行（研究協力Ｇ）
	・ 契約締結後、請求書を発行いたします。
	⑧研究費のお支払（委託者）
	・ 指定の銀行口座へお振込みいただきます。
	※原則として支払期限は請求月の末日とさせていただいております。
	◆研究室への研究費配分額
	・ 本学では受託研究費(消費税含む)のうち、15％（消費税含む）を一般管理費(オーバーヘッド)として差し引かせていただくこととなっております。
	・ 従いまして、研究室への配分額は以下のようになります。
	契約金額(消費税含む)(A）、オーバーヘッド率を（B）とすると
	【研究室への配分額】＝（A）×（1－B）
	(*本学既定のオーバーヘッド率は15％､公的機関等との契約でオーバーヘッド率の指定がある場合はその率となります)
	◆研究期間の延長
	・ 研究期間を延長される場合は｢研究委託申込書(期間延長)」（別紙2【P.19】）を契約期間終了前にご提出ください。
	YES
	YES
	NO
	NO
	① 研究内容の打ち合わせ（学外機関等・教育職員）
	・ まず、共同研究される教育職員と研究内容の打ち合わせをしていただきます。
	（必要に応じて、事務局(研究支援部 研究協力グループ)が同席いたします。）
	②共同研究申込書のご提出（学外機関等）
	・ 研究内容がまとまりましたら「共同研究申込書」（別紙3【P.20,21】）を教育職員へご提出下さい。
	③契約内容の打ち合わせ（学外機関等・研究協力Ｇ）
	・ 「共同研究申込書」の受領後、契約内容について打ち合わせをさせていただきます。
	（契約担当窓口：研究支援部 研究協力グループ）
	・ 本学では共同研究契約の標準フォーム「共同研究契約書」（別紙17【P.39,40】）があり、この内容に沿って打ち合わせをさせていただいております。
	④研究推進・産学連携委員会による審議（学内）
	・ 研究内容および契約内容につきまして、学内組織(研究推進・産学連携委員会)で審議させていただきます。
	※早急に研究を開始する必要がある場合は、その旨、研究協力グループまでご相談ください。
	⑤学長決裁（学内）
	・ 研究推進・産学連携委員会承認後、学長決裁を経て正式に共同研究をお受けすることとなります。
	⑥契約の締結（研究協力Ｇ）
	・ 受入決定後、共同研究契約を締結させていただきます。
	・ 研究費の受入れがある場合、経理・調達グループで予算コード及び予算額が登録され、担当教員へ通知されます。（研究費の消費が可能となります）
	・ 契約した研究開始時期から研究をスタートいたします。
	⑦請求書の発行（研究協力Ｇ）
	・ 契約締結後、請求書を発行いたします。（研究費の受入れがある場合）
	⑧研究費のお支払（学外機関等）
	・ 指定の銀行口座へお振込みいただきます。
	※原則として支払期限は請求月の末日とさせていただいております。
	◆研究室への研究費配分額
	・ 本学では共同研究費(消費税含む)のうち、15％（消費税含む）を一般管理費(オーバーヘッド)として差し引かせていただくこととなっております。
	・ 従いまして、研究室への配分額は以下のようになります。
	契約金額を（A）、オーバーヘッド率を（B）とすると
	【研究室への配分額】＝（A）×（1－B）
	(*本学既定のオーバーヘッド率は15%､公的機関等との契約でオーバーヘッド率の指定がある場合はその率となります)
	◆研究期間の延長
	・ 研究期間を延長される場合は｢共同研究申込書(期間延長)」（別紙5【P.23,24】）を契約期間終了前にご提出ください。
	①研究内容の打ち合わせ（学外機関等・教育職員）
	②共同研究申込書または共同研究届出書のご提出（学外機関等または教育職員）
	・ 研究内容がまとまりましたら、以下のいずれかの書類をご提出いただきます。
	「共同研究申込書」（別紙3【P.20,21】） ･･･【学外機関等がご提出】
	「共同研究届出書」 ･･･【担当教育職員が提出】
	③研究推進・産学連携委員会で報告（学内）
	・ 学内組織(研究推進・産学連携委員会)で審議させていただきます。
	※早急に研究を開始する必要がある場合は、その旨、研究協力グループまでご相談ください。
	④学長決裁（学内）
	・ 研究推進・産学連携委員会報告後、学長決裁を経て正式に共同研究をお受けすることとなります。
	⑤受理通知書の発行（研究協力Ｇ）
	・ 学外機関等へ｢共同研究申込受理通知書｣（別紙4【P.22】）を発行いたします。
	※｢共同研究申込書｣をご提出いただいた場合のみ
	・ 共同研究をスタートいたします。
	◆秘密保持契約の締結(別紙18【P.41】「秘密保持契約書」)
	・共同研究契約を締結しない場合でも秘密情報のやり取りが発生する場合は別途、秘密保持契約の締結をお願いしております。
	・研究内容の打ち合わせの際に、共同研究される教育職員とご相談のうえ、秘密保持契約締結の必要がある場合は事務局(研究支援部 研究協力グループ)までご連絡ください。
	①奨学寄付金申込書をご提出（寄付者）
	・ 寄付お申し出の際に「奨学寄付金申込書」（別紙6【P.25】）をご提出いただきます。
	② 学長・専務理事決裁（学内）
	・ 「奨学寄付金申込書」の受領後、寄付目的および内容につきまして学長・専務理事に報告いたします。
	③奨学寄付金受入書を発行（研究協力Ｇ）
	・ 報告後、「奨学寄付金受入書」（別紙7【P.26】）を発行いたします。
	④寄付金のお支払（寄付者）
	・ 寄付金の使用が可能となります。
	◆特定公益増進法人証明書（写）の発行
	・ 寄付者よりご希望があった場合、「特定公益増進法人証明書」を発行いたします。
	特定公益増進法人とは…_
	特定公益増進法人とは、公共法人、公益法人等その他特別の法律により設立された法人のうち、教育又は科学の振興、文化の向上、社会福祉への貢献その他公益の増進に著しく寄与する法人をいいます。私立学校（学校法人）は公益法人の中でも「特に公益の増進に著しく寄与するもの（特定公益増進法人）」の一つとされており、私立学校に対する寄付者については、通常よりも広く優遇措置が認められています。具体的には寄付金の額のうち、一般の寄付金の損金算入限度額に相当する金額以内の金額は、一般の寄付金とは別枠で損金の額に算入すること...
	①寄付申入書をご提出（寄付者）
	・ 寄付お申し出の際に「寄付申入書」（別紙8【P.27】）をご提出いただきます。
	②学長・専務理事決裁（学内）
	・ 「寄付申入書」の受領後、寄付目的および内容につきまして学長・専務理事に報告いたします。
	③寄付受入書を発行（研究協力Ｇ）
	・ 報告後、「寄付受入書」（別紙9【P.28】）を発行いたします。
	④寄付物品のご搬送（寄付者・教育職員）
	・ 寄付物品をご搬送いただきます。※搬送費用は設備を受入れる教育職員とご相談いただきます。
	◆寄付物品の管理
	・ 簿価が10万円以上の寄付物品は購入物品と同様、本学の資産として管理させていただきます。
	※簿価につきましては本学内で改めて確認をいたします。
	◆特定公益増進法人証明書（写）の発行
	・ 寄付者よりご希望があった場合、「特定公益増進法人証明書」を発行いたします。
	特定公益増進法人とは…_
	特定公益増進法人とは、公共法人、公益法人等その他特別の法律により設立された法人のうち、教育又は科学の振興、文化の向上、社会福祉への貢献その他公益の増進に著しく寄与する法人をいいます。私立学校（学校法人）は公益法人の中でも「特に公益の増進に著しく寄与するもの（特定公益増進法人）」の一つとされており、私立学校に対する寄付者については、通常よりも広く優遇措置が認められています。具体的には、寄付金の額のうち、一般の寄付金の損金算入限度額に相当する金額以内の金額は、一般の寄付金とは別枠で損金の額に算入するこ...
	①受入申請書を提出（派遣企業等・教育職員）
	・ 派遣企業等または受入担当教員より以下の書類を提出していただきます。
	・ 研究協力グループで資格審査など様式審査を行います。
	②研究推進・産学連携委員会による審議（学内）
	・ 研究推進・産学連携委員会で審議させていただきます。
	※早急に研究を開始する必要がある場合は、その旨、研究協力グループまでご相談ください。
	③学長決裁（学内）
	・ 研究推進・産学連携委員会承認後、学長決裁を経て正式に受け入れることとなります。
	④受入書の発行（研究協力Ｇ）
	⑤請求書の発行（研究協力Ｇ）＊受託研究員･受託研修員のみ
	・ 受入決定後、受入書を発行いたします。
	・ 受託研究員および受託研修員については、併せて研究料の請求書を発行いたします。
	・ 研究料は以下のとおりです。（令和3年4月1日改正）
	⑥研究費の加算（経理・調達Ｇ）＊受託研究員･受託研修員のみ
	・ 研究料(消費税抜き)の80%は受入担当教員の所属研究室の研究費予算へ加算され、残りの20%は事務費用など一般管理費として活用させていただきます。
	⑦研究料のお支払（派遣企業等）＊受託研究員･受託研修員のみ
	・ 研究料をお支払いただきます。
	◆研究･研修期間
	・ 受託研究員･受託研修員の受入期間は初回２年以内です。（以降､6ヶ月以上1年以内の単位で延長可）
	・ 訪問研究員は受入時に受入担当教員と協議の上、決定していただきます。
	◆受入開始日
	・ 受入開始日は、実際の承認日(学長決裁日)に遡って認定することは原則できません。
	早急に受け入れる必要がある場合は、研究協力Ｇへご相談ください。
	◆受入期間の延長
	・ 受入期間の延長を希望される場合は以下の書類を受入期間終了前に提出していただきます。
	・ 申請書の受領後、新規受入と同様の手続きを経て、受入をいたします。
	４．特　許
	① 発明等届出書兼譲渡証書の提出（本学発明者）
	・ 研究の成果が職務発明に該当する場合は、本学発明者は｢発明等届出書兼譲渡証書｣により
	発明を届け出ます。
	② 研究推進・産学連携委員会による審議（学内）
	・届け出があった発明等に関しては、研究推進・産学連携委員会を開催し、
	発明内容等について審議いたします。
	③ 承継の決定（学内）
	・法人は上記委員会の審査を経て、当該発明等の承継及び出願の可否を決定します。
	④ 承継の通知（法人→本学発明者）
	・ 法人が承継及び出願しないと決定した発明等につきましては、特許等を受ける権利を
	発明者へ返還します。
	・ 法人が承継及び出願すると決定した場合は、発明者へその旨通知いたします。
	・ この時点より具体的な出願準備をすすめていただきます。
	⑤ 「特許共同出願契約書」（別紙19【P.44,45】）の締結（法人⇔共同出願人）
	・ 研究協力グループより特許共同出願契約内容につきまして
	打ち合わせをさせていただきます。
	・ なお、本学ではすべての共同出願につきまして、以下の点をお願いしております。
	お願いしたい点
	★特許出願に関する費用のご負担
	・本学では、特許出願に関する諸費用(特許出願･登録から権利消滅までに必要な諸費用)のご負担をお願いしております。
	・ご負担が難しい場合は共同出願人のご了解を得た上で、トヨタ自動車(株)に本学負担分の費用支援を依頼することとしております。その際、本学の持分の1/2をトヨタ自動車(株)へ譲渡することとなります。
	★不実施補償のお願い
	・当該発明について権利を共有する企業が実施（製品化して販売）した場合には、原則として応分の実施料を本学にお支払いただくことをお願いしています。これは大学自身が実施することは通常あり得ないため、企業にその利益の一部を大学へ還元いただく考え方に基づいています。
	★第３者への実施許諾
	・本学は、原則として本学の特許を第３者へ実施許諾することを承認します。また、第３者が実施した場合は、持分に応じた実施料を請求いたします。
	以上の打ち合わせによる合意内容に基づき、特許共同出願契約を締結させていただきます。
	⑥特許出願
	・ 原則として、特許出願の手続きおよび出願以降のすべての手続きは共同出願人（企業等）　　　にお願いし、本学は必要に応じて協力いたします。
	資 料 編
	■関連帳票 （Ｐ．18～Ｐ．36）
	■標準契約書 （Ｐ．37～Ｐ．45）
	■諸規程 （Ｐ．46～Ｐ．57）
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